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バイオマス熱利用促進にかかる政策提言 

  NPO 法人農都会議バイオマスアカデミーベストプラクティス研究会（BP 研） 

2023 年 3 月 23 日 

 

概要 

 2050 年カーボンゼロに向けて、最終エネルギー需要の半分を占める熱需要の脱炭素化は

必須です。脱炭素化の一つのカテゴリであるバイオマス利用については、発電効率が一般的

に 30％台以下である一方で、熱利用する場合には条件次第で 80％以上を達成することも可

能です。バイオマスが有限の資源であることを考慮すると、森林保全と再造林を促しながら

持続的に活用するには、熱利用を普及させることが重要なポイントとなります。 

 

 しかしながら今まで日本国内でのバイオマス熱利用の多くは、給湯や冬場の暖房での限

定的な導入でした。今後、さらなるバイオマス利用の普及のためには、 

①二酸化炭素排出のボリュームゾーンである産業・事業分野 

②森林資源に近い山間部や農村部など地方での地域熱利用 

へと、ターゲットを拡大することがポイントです。 

 

 ①の産業・事業分野における中高温熱の脱炭素化は、ヒートポンプ・高周波発振器など電

化だけでは容易ではなく、水素・合成燃料・アンモニアなどの利用技術も未だ実証段階です。

これらを踏まえると、欧州で既に確立している、バイオマス燃焼・搬送技術、温度領域ごと

のカスケード熱利用にみるヒートマネジメントの導入や技術移転を加速することは、現実的

な選択肢と言えます。欧州のようにバイオマス熱利用に関わるメーカー・設備事業者などの

産業育成と発展を促し、低コスト化と普及を図るには、様々な政策が必要と考えます。 

 

 ②の山間部、農村部にて周辺から得られるバイオマス資源を活用することは、脱炭素の実

現だけでなく地域における富の循環を促進し、外部への流出を防ぐことにより地域経済の

活性化にも寄与します。 

 

 上記について、農都会議 バイオマスアカデミーBP 研として議論の結果、バイオマス熱

利用の普及促進と、関連する産業の育成を図るため、次葉以降に政策の提言を行います。 
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１．バイオマス熱利用促進のための支援策の考え方 

 バイオマス熱利用促進にあたり、健全なバイオマス熱供給事業の育成と、バイオマス熱源

機器・再生可能熱供給システムの市場育成を旨とした政策を提言します。 

 

 

 

 

２．各支援項目の考え方：バイオマス熱事業支援 

 ここでのポイントは、健全なバイオマス熱利用の市場を形成し、バイオマス熱源機器およ

び関連するシステムの産業基盤育成を図るため、優良なバイオマス熱事業をつくることを主

旨とします。 

従って、単なる計画業務に補助するのではなく、可能性のある事業に支援できるよう、支

援段階を分けています。 

 

 

 

 

 

 



42 

 

３．各支援項目の考え方：バイオマス設備導入支援 

 ここでのポイントは、バイオマス熱源機器および関連するシステムの導入を支援するのみ

でなく、製造・施工するメーカー／事業者を育成するため、市場を刺激することも大きな目

的となります。  

補助率は既存事業と同等としたうえで、設備導入に複雑な要件を課さないことで、メーカ

ー/施工業者の努力を促すものとします。   

 

 

 

以上 

 


